
 

１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（女川原子力発

電所２号炉工事計画）（１７７） 

２．日 時：令和３年７月１４日 １３時３０分～１７時４５分 

３．場 所：原子力規制庁 ８階Ａ会議室（一部ＴＶ会議システムを利用） 

４．出席者：（※ ＴＶ会議システムによる出席） 

原子力規制庁： 

（新基準適合性審査チーム） 

名倉安全規制調整官※、忠内安全管理調査官、江嵜企画調査官、 

植木主任安全審査官※、藤原主任安全審査官、三浦主任安全審査官、

皆川主任安全審査官※、伊藤安全審査官、藤川安全審査官、 

服部安全審査専門職※、杉原技術参与、谷口技術参与 

 

東北電力株式会社： 

原子力本部 土木建築部 副部長、他５名 

原子力本部 土木建築部 部長、他１４名※ 

 

５．自動文字起こし結果 

別紙のとおり 

※音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

 

なお、本面談については、事業者から対面での面談開催の希望があったため、

「緊急事態宣言を踏まえた原子力規制委員会の対応の変更について」（令和３

年４月２８日 第６回原子力規制委員会配付資料３）を踏まえ、一部対面で実

施した。 

 

６．その他 

提出資料： 

（１）女川２号工認 指摘事項に対する回答整理表（土木耐震）（Ｏ２－他－Ｆ

－１９－００１１＿改８） 

（２）補足－６１０－２０ 【屋外重要土木構造物の耐震安全性評価について】

（Ｏ２－補－Ｅ－１９－０６１０－２０＿改１１） 

（３）Ⅵ－２－２－２７ 排気筒連絡ダクトの地震応答計算書（Ｏ２－工－Ｂ－

１９－０１５９＿改１） 

（４）Ⅵ－２－２－２８ 排気筒連絡ダクトの耐震性についての計算書（Ｏ２－

工－Ｂ－１９－０１６０＿改１） 

（５）女川原子力発電所第２号機土木構造物の耐震評価手法一覧（Ｏ２－他－Ｆ

－０１－００６６＿改３） 

（６）竜巻ネット反力他に対する海水ポンプ室の構造成立性について（Ｏ２－他



 

－Ｆ－１９－００４１＿改０） 

（７）女川原子力発電所第２号機 漂流物防護工の追加，防潮堤の詳細設計結果

について（Ｏ２－他－Ｆ－０１－００６０＿改２） 

（８）Ⅵ－５－８０ 計算機プログラム（解析コード）の概要・Ｃｏｍ３Ｅｖａ

ｌＳｈ（Ｏ２－工－Ｂ－２２－００８７＿改０）（令和３年６月１６日提

出資料） 

（９）防潮堤の止水ジョイント部材について（Ｏ２－他－Ｆ－１７－００１２＿

改０） 

 

以上 


